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ド : 日本語学習 ､ 動機づ け､ 道具的動機づけ ､ 統合的動機づ け

1 . 研究 の 目的

こ こ 二十年目口 間の 経済､ 政治､ 文化､ 芸術 ､ 学術 ､ 教育､ 産業､ 貿易､ ス ポ ー

ツ等にお

ける交流 の 発展に伴い ､ 日本に対する ロ シ ア人の 興味が 上 が るとともに 日本語 を学習する学

生 の 数も増えて い る ｡ 特に ロ シ ア極東の 地域 で は東洋語 ( A si a n L a n g u a g e s) を学ぶ 学習者

の 間で 日本語が ､ 中国語や韓国語と比 べ る と ､ とて も人気が あり､ その 日的も ｢ 日本に行き

た い+ ､ ｢ 日本 の文化を知りた い+ ､ ｢ 日本 の 会社 で働きた い+ な どの ように様々 で ある ｡ しか

し､ 日本語を教 える教 師に と っ て は ､ その 目的を理解す る必要がある ｡ 何故かと い うと学生

が第二言語 と して 日本語を選択 し､ 習得する理由は第二言語学習者の動機 ( m oti v e) になる

か らで ある ｡ 教師がその 動機に なる理由を把握する こ とは学習者に対する適切な指導に つ な

が ると思 われ る ｡

ロ シ アで は伝統的に第二 言語 と して 広く学ばれて きた の は ､ 英語 ､ フ ラ ンス 語､ ドイ ツ語

すなわち ､ ヨ ー

ロ ッ パ 言語で あ っ た ｡ 第二言語と して日本語を学習 し始め た の は1 990 年か ら

で ある ｡ そ れゆ え､ 日本語教育に つ い て の 教材が少 なく､ また ､ 動機づ け ( m o ti v ati o n) に

関 して の研究は今でも ほと ん どなされて い ない ｡

したが っ て ､ 極東ロ シア で 日本語を学ぶ大学生 の 日本語学習の 動機とその動機づ けが日本

語学習に どの ような影響を及 ぼすか を調 べ る こ とを本研究の 目的に した ｡

*
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ロ シ ア人大学生の 日本語学習の 動機づけに つ い て

2 . 先行研究

外国語 の 学習者はそれぞれの 言語を学ぶ動機が あり､ 教 師はその 動機を考慮し､ その 学習

目的を理解し､ それ にそ っ た教 育を しなければ学習効果 を上 げる こ と は 出来な い (S ti vi c k ,

198 2) ｡ 言 い 換えれば､ 学習開始以前に学習者の ニ ー ズ調査と分析を行 い ､ その 結果に基 づ い

て ､ 学習者の 要望 に応 えうる内容の 教材を使い ､ 学習者が 目指 して い る言語能力の 育成に最

適な教授法によ る教育が効果的な教育であ る (Stivi c k ユ9 82) ｡

で は動機づけと は何か ｡ まず､ D o r n y ei (2 001) の 定義によ れ ば ､ 動機づ けと は人が なぜ

ある こ とを行うと決心し､ それを い か に熱心 に追求し､ また い か に長く持続するかとい う ､

人間の 行動の 方向 ( dir e c ti o n) と程度 ( m a g nit u d e) に 関わ るも の で ある ｡ ロ シ アの 心理学

者で ある ポ ジ ョ ウイ チ ( B oj o vi c h , 19 72) に よ ると動機 ( m o ti v e) と は人 は ある活動､ また

は ､ 行為を行う理由で ある ｡ 学習 の動機づけは方向性 (dir e cti o n) と安定性 ( st a bilit y) を持

つ 体系的なもの で あ る ( Zi m n y a y a , 199 9) ｡

さ らに ､ ボ ル ゾ ヴァ (B o r z o v a , 19 72) で は学習者に第二 言語学習 の 動機づ けをさせ る場合

に は道具 的動機づ け､
つ まり ､ 実用的目標か ら始め る べ きだと主張して い る ｡

一

方､
S t e vi c k

(1 982) は 外国語学習者の 動機を ｢ 佃の 目的を達成す るた め の 道具 (i n st r u m e n t al)+ と し

て学ぶ道具的動機と､ 外国語を学んで それを話して い る 目標言語話者や 目標文化と より深 い

かか わ りを持ちた い と考える ｢ 統合的 (i n t e g r a ti v e)+ 動機に分けて い る ｡ 統合的動機づ けは

ある意味 で ､ 生徒 が目標文化や 目標言語話者と ､

一

体感を持ちた い と考えるか ､ ある い は拒

絶するかを反映して い る ｡ 生徒が対象文化を賞賛すればするほ ど､ た とえば､ その 文学を読

み ､ その 言語を学習する機会を求め る こ とが多ければ ､ 第二 言語習得の 効率が 高ま ると言 え

る ｡

一 方､ 道具的動機づけは ､ 生徒が試験に合格 したり ､ ある い は ある種の 職業に つ くた め な

どの ､ 言語使用と直接関連 の な い ､ 何らか の 思惑で 言葉を学習して い る か どうか を反映して

い る ｡ 英語を外国語と して学習する ヨ
ー

ロ ッ パ の 若者の25 0 人を対象に した調査 によ る と ､

29 % が職業上 の 可能性を高め る ため にも っ と多くの 言語を学習 した い と答え､ 14 % が外国で

暮ら し､ 働 き､ 勉強す るため に ･その 言語を学びた い と して い る ｡ しか し､ 5 1 % は個人的な興

味で動機づ けられ て い た( C o m m i s si o n of th e E C 198 7) ｡ こ の 数字は統合的動機づけと道具 的

動機づ けが数多くの 種類 の 動機づ けのうちの 二 つ にすぎな い こ と を改め て気づかせ るもの で

あ る ｡ 例 えば､
G a r d n e r a n d L a m b e rt (19 72) も ､ 言語操作 的 ( m a nip ul a ti v e) ある い は 知

的 (i n t ell e ct u al) 動機づ けを認 めて い た ｡

G a r d n e r (19 85) で は第二 言語の 学習は ､ 統合的動機づ けに も道具的動機づ けにも左右さ

れる ｡ また ､ 両方の 動機づ けに支えられる こ ともある し､ その 他の 様々 な動機づけによ る こ

ともある ｡ しか し､ 特定の 動機づ けが他 と比較して どの 程度重要か は ､ 地域 によ っ て 異なる ｡

さらに ､
モ ン トリオ ー ル で は ､ フ ラ ンス 語学習者は統合的に動機づ けられる ことが多い が ､

フ ィ リ ピン で は ､ 英語学習者は道具的動機づ けが強 い と されて い る (G a r d n e r , 198 5) ｡ 統合的

動機 づ けと道具 的動機づ け の 区別 は ､
一

つ の 基準点と して 多く の 研究者が用 い て 来 た ｡
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Cl e m e n t a n d K r uid e ni e r (19 83) は ､ カ ナダの 様々 の 異な っ た状況の もとで英語や フ ラ ンス

語 を第二言語 と して学習して い る学習者を比較 して ､ 全て の 集団に共通する四 つ の 主要な要

因を見つ けた ｡ その
一

つ は実用的な目標 (p r a g m ati c g o al s) で あり ､ 道具的動機づ けと類似

して い る ｡ しか し､ 統合的動機づ けの代わり に ､ 彼らは ｢ 旅行+ と ｢ 新しい 友人関係を求め

る+ こ と ､
と い う二 つ の 要 因を確認 した ｡ さらに ､ ｢ 知識を獲得する+ と いう要 因もあ っ た ｡

しか し ､ 学校 にお ける言語教授に よく生 じる こ と で ある が ､ 学習者が道具的動機づ けも統

合的動機づ けも持 っ て い なけれ ば ､ 第二言語を学習す る こ とが 困難 であろう｡ 学習者 は外国

の 文化に特に接触する こ と もない し､ とくに興味を示すわ けで もな い と言えよう｡ また ､ 将

来の 職業に必要だと い う こともな い ｡ 英国で は ､ フ ラ ン ス 語の 学習 が 役に立 つ と思 っ た学

習者は100 人か ら全体の36 % にす ぎなか っ た ｡ イギリ ス の フ ラ ン ス 語の 教師は ､ こ の ような

無関心さを補うた め に両方の タイ プの 動機づ けを高め ようと努め て い る ｡ たと えば､ 外国語

の 知識で得られ る職業上 の恩典を強調したり､ フ ラ ンス の 学校と の 交流や フ ラ ンス の 食べ 物

の 見本を提示 した り して い る A s s e s s m e n t o f P e rf o r m a n c e U nit (1 98 6) ｡

3 .
ロ シア における第二 言語学習の 動機づけの先行研究

ロ シ ア にお ける第二 言語教育の 研究 が時間的に二 つ の 時期に分 けられ る ｡ その 一

つ は第二

次世界大戟後の 旧ソ連時代の 第二言語教育で ある ｡ 旧ソ 連時代の 経済恐慌が社会､ 産業､ 芸

術な どの 領域 だけで は なく ､ 教育にも及 んで い た た め ､ その 後数十年の 言語教育は あまり発

展して い なか っ た ｡ 教師は ､
い つ もK . M a r k s ､ F . E n g el s 及びⅤ. L e ni n な どの 共産主義の 理論

家を手本 と して 学生に動機づ けさせ ようと して い た ｡ しか し､ 残念ながら､ こう い っ た学習

者へ の 動機付けは ､ 第二 言語習得の 促進に つ なが らなか っ た ｡

二 つ 目の 時期は ロ シ ア時代の 第二 言語教育学で ある ｡ 動機づ けが外国語学習を左右する重

要な要 因の
一

つ と して 明らかに され る ように な っ てか ら､ ロ シア で も､ 第二言語 の 学習過程

にお け る学習者の 動機付 けの 研 究も た くさ ん行わ れた ( Z al e v s k a y a 1996; Zi m n y a y a 1999;

L e o n t y e v 199 1; L o gi n o v a 20 03; M ily r u d 200 4) ｡

しか し､ 彼らの 研究 の ほと ん どが ､ 英語 ､ ドイ ツ 語ある い は ヨ ー ロ ッ パ 言語を第二言語と

した もの で ､ 日本語 を扱 っ た研究は ほ とん どな い ｡ また ､ ロ シア の 日本語教育の領域 にお い

て も､ 学習者の動機づ けにつ い て の研 究は皆無と言 っ て い い ｡

した が っ て ､ ロ シ ア の 学習者の 動機付けを把握し､ か れらの ニ ー ズ を反映した シ ラバ ス デ

ザイ ンや教材開発 が必要で ある｡

4 . 調査

4 . 1 調査対象

ハ バ ロ フ ス ク 国立教育大学東洋語学部日本語学科で 日本語を第二 言語 と して学習する 1 年

坐 (4 0 人) ､ 2 年生 (3 4 人) ､ 3 年生 (2 6 人) を対象に ､ 調査を行 っ た ｡
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4 . 2 ア ン ケ
ー

ト

動機づ けの ア ン ケ
ー トはG a rd n e r a n d L a m b e rt (19 72) ､ 郭 ･ 大北 (20 01) を参考に し ､

ア

ンケ
ー トの 質問を ロ シ アの 状況 に合わせ40 項目にした ｡

調査 は20 05 年12 月第
一

学期の最後の 週 ､ 授業中に行われ た ｡

4 . 3 デ
ー タ の 分析

調査 して得た デ
ー

タ はP C-S A S ( St ati sti c al A n aly si s S y st e m ) を利用 し ､ ｢ 因子分析+ を行 っ

た ｡

4
.
4 結果

表 1 . 因子分析

プロ マ ッ クス 回転後の 因子負荷量

項目 因子1 因子2 因子3 因子4 因子5 因子6

m 3 5 0 .9 0 0 - 0 .0 0 1 0 .0 7 1 -0 .3 0 6 O 1 1 6 -0 .1 5 7

m 7 0 .8 6 8 0 .0 0 7 0 .0 1 6 -0 .0 0 7 -0 .0 8 8 -0 .0 1 5

m 1 9 0 .7 8 3 0 .0 2 1 0 .2 5 7 -0 .0 9 4 0 .0 2 1 0 .1 2 8

m 1 4 0 .7 3 1 - 0 .2 1 9 1 0 .0 3 9 0 .1 1 9 0 .0 0 8 0 .2 1 9

m 2 3 0 .7 1 6 - 0 .0 3 0 - 0 .0 3 2 0 .2 6 5 0 .0 3 4 0 .4 0 3

m 2 0 0 .6 5 8 0 .0 3 3 0 .1 6 9 0 .2 7 8 0 .2 7 1 -0 .0 5 9

m 2 8 -0 .1 6 7 0 .8 8 5 0 .0 5 5 10 .1 1 3 0 .
2 3 6 -0 .0 4 4

m 6 10 .0 2 1 0 .8 4 1 0 .1 2 3 -0 .1 6 0 -0 .0 9 9 0 .1 6 1

m 2 7 -0 .0 3 9 0 .8 2 4 - 0 .0 0 2 0 .2 1 9 0 .1 8 4 -0 .1 2 2

m 4 0 .2 1 2 0 .7 5 9 0 .0 3 9 0 .2 2 4 -0 .1 3 7 -0 .1 5 1

m 9 0 ,1 2 1 0 .6 7 3 - 0 .0 6 0 -0 .2 6 2 0 .3 3 8 -0 .3 7 6

m 3 8 -0 .5 3 9 0 .5 9 0 0 .0 5 4 0 .3 4 2 0 .
2 4 0 0 .0 1 5

m 3 2 -0 .3 4 9 0 .4 9 9 - 0 .1 0 2 10 .2 4 2 -0 .3 3 6 0 .3 1 1

m 3 0 0 .2 3 2 0 .0 1 1 0 .7 4 9 0 .1 0 1 -0 .4 4 2 0 .0 0 3

m 8 0 .1 4 1 0 .0 4 5 0 .7 4 7 0 .1 5 2 -0 .0 0 2 -0 .0 1 9

m 1 3 0 .2 0 0 - 0 .0 6 9 0 .7 4 0 -0 .1 5 8 0 .4 1 2 0 .0 0 8

m 2 5 -0 .1 0 4 0 .1 3 3 0 .7 2 5 0 .2 2 8 10 .2 2 1 0 .2 7 2

m 4 0 0 .0 9 8 0 .2 8 1 0 .7 1 4 -0 .4 9 1 0 .0 3 6 0 .1 8 9

m l O 0 .3 0 5 0 .0 4 8 0 .5 3 8 0 .4 4 3 -0 .2 2 1 0 .1 0 0

m 2 9 0 .3 9 8 0 .4 0 5 0 .4 3 7 0 .2 2 3 -0 .0 0 7 -0 .0 6 8

m 3 1 -0 .0 6 3 -0 .0 14 -0 .0 7 0 0 .9 6 3 0 .0 1 7 -0 .0 8 8

m 2 4 10 .
1 8 6 -0 .0 3 2 0 .4 8 8 0 .7 9 3 0 .0 6 6 0 .0 2 0

m 2 2 0 .0 7 8 -0 .4 0 8 0 .2 82 0 .6 5 0 0 .3 0 9 -0 .0 3 7

m 5 0 .4 9 2 ･ 0 .3 2 0 0 .0 5 6 0 .6 3 9 -0 .0 9 5 -0 .1 8 8

m l l 0 .14 3 0 .0 3 0 -0 .2 7 0 0 .6 1 1 - 0 .3 7 7 0 .3 2 0

m 2 6 - 0 .1 3 3 0 .2 7 6 0 .
1 5 2 0 .6 0 6 0 .3 2 4 0 .3 3 1

m 1 2 0 .0 4 5 0 .4 1 6 0 .0 2 4 0 .5 1 4 0 .3 5 1 -0 .1 6 3

m 1 8 0 .1 3 9 -0 .1 1 0 -0 .2 2 2 0 .1 7 3 0 .7 7 8 0 .0 2 0

m 1 7 1 0 .0 5 0 0 .2 6 8 0 .2 0 7 0 .0 5 1 0 .7 3 3 0 .1 5 4

m 3 4 -0 .0 1 3 0 .3 4 8 10 .2 9 8 -0 .0 5 1 0 .7 2 1 0 .1 2 8

m l 0 .0 0 2 0 .2 5 3 0 .0 1 8 -0 .0 4 5 0 .7 2 0 0 .2 2 4

m 2 0 .0 7 7 - 0 .0 3 5 -0 .5 7 5 10 .0 6 2 0 .6 8 6 0 .3 7 8

m 3 9 -0 .1 3 0 - 0 .3 1 2 0 .1 1 0 0 .1 9 3 0 .2 4 7 0 .8 5 2

m 3 3 0 .1 3 0 ･ 0 .1 0 3 - 0 .0 7 0 0 .1 2 5 0 .1 8 6 0 .7 9 3

m 1 5 -0 .1 1 1
- 0 .1 4 8 0 .4 9 9 -0 .1 7 2 -0 .0 4 1 0 .6 9 8

m 1 6 0 .1 6 2 0 .2 5 6 0 .0 1 7 -0 .0 3 7 0 .3 5 5 0 .6 3 8

まず､ 相関関係が低か っ た次の 4 項目を分析か ら除外 した ｡

項目 3 ｢ 日本語の 先生が好きだ+ ( - 0 .02 2)

項 目21 ｢ 自分の 勉強 になる+ (0 .28 7)

項目36 ｢ 友達 に尊敬され た い+ (-0 .5 62)

項 目37 ｢両親に言われた か ら+ (0 .030)

残 っ た36 項 目の 分析を行 っ て ､ 抽出した 因子を最大限分離する ため ､ プ ロ マ ッ クス 回転を
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行 っ た ｡ 抽出 した因子は表 1 に表して い る ｡

5 . 考察

因子 1 は35 ､ 7 ､ 1 9 ､ 1 4 ､ 23 ､ 2 0 ､ の 6 の 項目か らなる ｡ ｢ 日本を訪問 した い+ ､ ｢ 日本の歴

史と習慣を知りた い+ ､ ｢ 旅行の 時に便利+ ､ ｢ 日本人の 振 る舞い と思考様式を知りた い+ ､ ｢ 日

本人 との 交流を した い+ ､ ｢ 日本人 の 友達を作りた い+ とか な どの 日本の 人々 ､ 歴史､ 伝統､

習慣､ 生活様式に対する興味を表 して い るた め ､
こ れを ｢ 文化交流 因千+ とする ｡

因子 2 は ､
2 8 ､ 6 ､ 27 ､ 4 ､ 9 ､ 38 ､ 3 2 の 7 の 項目か らなる もの で ある ｡ ｢ こ の 地域で は日

本語が
一

番使わ れ て い る外国語で あるか ら+ ､ ｢大学を卒業す るた め必要で ある か ら+ ､ ｢ 日本

語 がで きれ ば昇進の 可能性が高い から+ ､ ｢ 日本語 がで きれば就職 の可能性が 高い か ら+ ､ ｢ 教

養の ある人 になれ る+ な どの 就職 ､ 自分自身の 教養に関わ っ て い る解答が多 い こ と から､ こ

れ を ｢仕事因子+ と名前をづ けた ｡

因子 3 は ､ 30 ､ 8 ､ 13 ､ 25 ､ 40 ､ 10 ､ 29 の 7 の 項 目か らなる ｡ ｢ 日本の ビデオ ゲ ー ム が好き+ ､

｢ 日本の 漫画が好き+ ､ ｢ 日本の 映画 ､ ドラ マ を見た い+ ､ ｢ 日本の フ ァ ッ シ ョ ン に興味がある+

な ど､ い ずれ も ､ 現在の 日本の 文化､ 芸術 に興 味を表わす項 目が含まれて い る ため ､
こ れを

｢ 現在日本興味因子+ と した ｡

因子 4 は 31 ､ 2 4 ､ 22 ､ 5 ､ 11 ､ 2 6 ､ 12 の 7 項目か らなる ｡ ｢ 三 ケ 国語が で きるの で自己

尊重+ ､ ｢ 三 ケ 国語が できれば人 に尊敬さ れ た い+ ､ ｢ 日本人と結婚した い+ ､ ｢ 和食が好き+ ､ ｢ 日

本 の 流行 っ て る歌 が好き+ ､+ な どの 項目 があり ､ 自己満足感に 関わ っ て い る項目が圧倒的に

多 い た め こ の 因子を ｢自己満足 因子+ に した ｡

因子 5 は18 ､ 17 ､ 3 4 ､ 1 ､ 2 ､ の 5 の 項目か らなる ｡ ｢ 日本 で就職した い+ ､ ｢ 日本語が使え

る仕事が した い+ ､ ｢ ロ シ ア にある 日本の 会社で働きた い+ ､ ｢ 日本語 が好き+ ､ ｢ 日本語学習 が

好き+ と い う日本語学習 と日本語 が使われて い る仕事と関係が ある ため ､ こ の 因子を日本語

に関する ｢仕事因子+ に した ｡

因子 6 は39 ､ 3 3 ､ 15 ､ 16 ､ の 4 の 項目か ら なる ｡ ｢ 日本語学習か進歩した い+ ､ ｢ 新 しい 言語

を勉強 した い+ ､ ｢ 日本 で進学した い+ とかな どの項 目か らな っ て い る ｡ こ の 因子を ｢ 日本語

学習志向因子+ に した ｡

まず､ ロ シ ア人の 大学生 の 日本語学習 の 動機を構成 して い る36 項 目の 分析 の結果 ､ ｢文化交

流因子+ ､ ｢仕事因子+ ､ ｢現在日本興味因子+ ､ ｢ 自己満足 因子+ ､ ｢ 職業学習因子+ ､ ｢ 日本語学

習志向因子+ の 6 つ の 因子 が抽出された ｡ S t e vi c k (197 6) の 理論から言えば､ ｢ 文化交流因

千+ ､ ｢ 現在日本興味因子+ ､ ｢ 日本語学習志向因子+ は日本の 文化､ 芸術､ 生 活様式に対する

興味を示すもの で統合的動機づ けにな るで あろう｡ ｢ 仕事因子+ ､ ｢職業学習因子+ ､ ｢ 自己満

足 因子+ は ､ また St e vi ck (1 976) の 理論から言 えば､ ｢ 他の 目的を達成するた め+ の 道具的

動機に分類 できよう｡ さ らに ､ Cl e m e n t a n d K r u id e ni e r (1 98 3) の 理論に よれば ､ ｢ 仕事因子+

と ｢ 職業学習 因子+ は実用 的動機づ けにも分類 できる であろう ｡ したが っ て ロ シ ア八大学坐

の 日本語学習の 動機づけを次の ように分類で きよう｡
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ロ シア八大学生 の 日本語学習の 動機づ けに つ い て

1 . 統合的動機づけ
- ｢文化交流 因子+ ､ ｢ 現在日本興味因子+ ､ ｢ 日本語学習志向因子+

2 . 道具的動機づ け
- ｢仕事因子+ ､ ｢ 職業学習因子+ ､ ｢満足 因子+

3 . 実用的動機づけ
- ｢仕事因子+ ､ ｢ 職業学習 因子+

で は ､ なぜ ｢ 文化交流 因子+ ､ ｢ 現在日本興味因子+ ､ ｢ 日本語学習志向因子+ と い っ た統合的

動機づ けが抽出され たか ｡ こ れ は日本と極東ロ シ アは近 い の で伝統的に 二 国間交流を して き

た こ とと ､ 近 頃ロ シ ア人 ､ 特に若者が 日本の 文化と接 した い と い う要望が物語 っ て い る ｡

現在ロ シア と日本と の 政治的､ 経済的交流 が著 しく進 んで い る ｡ 特に極東ロ シア で は日本

の 文化が ロ シア人 の 日常生活に少しずつ 浸透して い る ｡ ハ バ ロ フス ク で は毎年日本文化祭､

日本映画祭､ 日本語の ス ピ
ー

チ コ ン テ ス トが行われ ､ 和食の レ ス ト ラ ン が次か ら次へ と開店

さ れ ､ 日本 の 映画 と小説 がた くさ ん売ら れて い る ｡ 日本 の 映画
･

文学 に興味を持 つ 若者や 日

本語を学ぶ ロ シ ア人学生 の 数も増えて い る ｡

道具的動機づけは ロ シア における日本語の 経済的価値を反映して い る ｡ 極東ロ シア の 二
つ

の 大きな都市で ある ハ バ ロ フ ス ク と ウ ラジ オス トク は日本に近く ､ 飛行機で僅か 二 時間ぐら

い の 距離で ある ｡ こ の 地理 的な近さの お かげで 日本 と ロ シア の 貿易が非常に発展 して い る ｡

両国間の ビジネス や貿易事業の 発展の ため ､ 日本語がで きる人材が 求め られて い る ｡ 今､ 極

東ロ シ アで は 日本語 の 通訳 が給料の 高い 職種の 1 つ と な っ て い る ｡ また ､ 日本語 がで きれ ば

他の 人と比 べ れば就職しやす い 傾向もある ｡ 日本語を教え る資格がある人も必要になり､
ハ

バ ロ フス ク教育大学東洋語学部日本語学科で は ､ 最近 ｢ 日本語 と英語の 教師+ と ｢ 日本語 と

英語の 通訳+ と い う専門家を養成する プロ グ ラ ム を立ち上 げて い る ｡

こ の ように ､ 教授者は効果的な教育を行うに は ､ まず学習者の ニ
ー ズ や動機付けを把握す

る必要が ある ｡ ロ シ アの 大学で効果的な日本語教育を行うため には ､ 今後引き続き他の 大学

の 学習者 の 動機付けを調査する必要がある ｡
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